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西東京市市民協働推進センター 1 

令和 5年度第 6回運営委員会会議録（確定稿） 2 

■開催日時：令和 5年 2月 19日(月)午後 7時 00分～8時 00分 3 

■開催場所：オンライン（Zoom）開催 4 

■出席委員：馬渕委員、森谷委員、久松委員、川村委員、佐藤委員、柳委員、豊久委員、濱野委員  5 

<以上 8名> 6 

■事 務 局：樫出センター長、鈴木副センター長、塚澤地域福祉推進係主任 7 

 8 

1.報 告 事 項  9 

1．事業報告について 10 

事務局より、12-1月期の主催事業、ホームページアクセス数、新規登録団体、市民活動相談11 

について説明があった。 12 

委員長：新規登録団体のキーアセットについてだが、小平児童相談所の管轄が 9市もあるのか。 13 

事務局：小平児童相談所の管轄は 9市である。広い範囲で里親のサポートをしている。 14 

 15 

2．2月以降の事業について 16 

事務局より、2月以降の実施事業について説明があった。 17 

委員長：NPO市民フェスティバルに参加していた委員の方から感想を聞きたい。 18 

委 員：講演会に参加したが、かわぐち先生の話の中で、漫画家ということだけではなく、仕事をす19 

るうえでどれだけ相手に喜んでもらえるのかという、熱量が感じられる講演だった。出展団20 

体を回った時はそれほど込み合った時間帯ではなかったので、団体の方と話すことができ21 

た。今回のイベントは集客につながっていたと思う。 22 

委員長：西東京レスキューバード主催の 2月 4日の防災サミットに参加していたが、他の委員からも23 

感想を聞きたい。 24 

委 員：能登の件で参加者は防災に関心が高く、講師の方も何度か被災地に入っていて、現状の報告25 

もあり非常に好評であった。 26 

委 員：NPO市民フェスティバルの会場だが、MUFG PARKを初めて使用したとのことで、この場所27 

の使い勝手や今後も継続してできそうな手ごたえなどはあったのか。 28 

事務局：まちライブラリーはコミュニティーライブラリーなので制約はあるが借りるのにさほどハー29 

ドルは高くない。MUFG PARK は企業が管理しており、借りるための調整が大変ではあった30 

が、実行委員会の要望もあり開催することとなった。天候に恵まれたこともあり、盛況であ31 

った。今回の出展団体からは好意的な声が聴かれたが、アンケートの集計結果も含めて、検32 

討する必要がある。 33 

事務局：書類の提出や費用の負担、テント、イス、テーブルなどの物品を自ら用意する必要があった34 

ことなど準備でかなり労力がかかった。天候に左右される点や労力などを踏まえて、今後ど35 

うするかは検討していきたい。 36 

委員長：費用、労力、効果を精査したうえで来年検討して欲しい。 37 

 38 

2．審 議 事 項 39 
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1. 前回の会議録について 1 

委員長：意見がなければ確定稿とする。 2 

 3 

3．協 議 事 項 4 

1. センターの業務執行に関する事項について 5 

事務局より、令和 6年度運営委員（案）について説明があった。 6 

委員長：2名の任期が終了するので、後任者について心当たりがあれば聞きたい。 7 

委 員：西東京市にある事業所の管理者で、地域での活動もしっかりやっている者はいる。 8 

委員長：防災サミットの参加者の中に候補となる方がいると思うので、検討して欲しい。 9 

 10 

2. 令和 6年度の事業計画について 11 

事務局より、令和 6年度事業計画（案）について説明があった。 12 

委員長：事業内容については昨年と同じだが、目標値が少しずつ上がっている部分があるのに職員数13 

はかわらないが運営は大丈夫なのか。 14 

事務局：コロナ禍があけて団体が動いてきているので、目標値を増やせる部分は増やしていく考えで15 

やっている。目標値は、今年度上半期実績を参考に検討したものである。 16 

委 員：市の受託なので、目標値の設定について市の方から要望はあるのか。 17 

事務局：参加人数について等の細かい数値への要望はないが、講座など事業の回数については仕様に18 

基づいており、確実に実施する必要がある。 19 

委 員：NPOパワーアップ講座の参加費は無料なのか。講座の回数を増やしていく場合などでも参加20 

費は無料という考え方なのか。 21 

事務局：基本的には無料だ。回数を増やすことは想定していない。 22 

委 員：サロンスペースの提供やセンター来訪者のカウント方法が聞きたい。同じ人が何度も利用し23 

ての目標値か、違う人が利用してのカウントになるのか。 24 

事務局：実際に利用された方のカウントになるため、同じ人もカウントしている。 25 

委 員：相談事業の取り組みの目標値はゆめこらぼに直接相談がなければ、数は増えないと思うが、26 

増やす取り組みと昨年の実績数を聞きたい。 27 

事務局：相談事業の取り組みに関しては、ゆめこらぼの認知度を上げることで相談件数の増加が期待28 

できると考えている。昨年度は 58件の相談があったので、実質での目標値としている。増や29 

すこと、内容の質を上げることに取り組んでいきたい。 30 

委 員：他の団体と交流することにより、知恵が生れる機会となり、問題解決につながると思うが、31 

他団体との情報交換の場や交流の場があると望ましいがそれはどの事業でカバーされるの32 

か。 33 

事務局：地域連携促進事業の取り組みの中で団体交流会などを団体同士つながる場として考えてい34 

る。また、NPO市民フェスティバルでの参加団体が他団体との交流をしたり、他団体の取り35 

組みなどが参考になるとの意見も聞かれるのでそのような場も利用していきたい。 36 

 37 

そ の 他  38 

 39 

1．次回運営委員会日程について 40 
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日時：令和 6年 3月 18日（月）18時 30分～19時 30分 1 

会場：ゆめこらぼサロン＆オンライン（Zoom） 2 


